
№ 頁 項目 ご意見 市の考え方
修正の有

無

1 全体

お疲れ様です。 骨子案については良いと 思います。 よろ し く お願いし
ます。

ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで
参り ます。

無

2 全体
賛成し ます。 一日も 早い施行を期待し ます。 ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで

参り ます。 無

3 全体
賛成し ます。 ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで

参り ます。 無

4 全体

おはよう ございます。 いつも お世話になっ ており ます。 こ の間は、 ふ
れあい２ ２ で（ 仮称） 松戸市手話言語条例（ 骨子案） の説明を聞き ま
し た。 パブリ ッ ク コ メ ント の内容はこ れで良いと 思います。 有難う ご
ざいまし た。

ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで
参り ます。

無

5 全体
全体的に賛成です。 ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで

参り ます。 無

（ 仮称） 松戸市手話言語条例（ 骨子案） に関する 意見と 市の考え方
　 パブリ ッ ク コ メ ン ト （ 意見募集） 手続の実施結果を 公表し ます。

（ 仮称） 松戸市手話言語条例（ 骨子案） の作成にあたり 、 市民の皆様から ご意見を 募集し たと こ ろ  、 15名の方から ご意見を いただき まし た。

ご意見の提出あり がと う ございまし た。 お寄せいただいたご意見を 整理し 、 市と し ての考え方を まと めたのでお知ら せいたし ます。

パブリ ッ ク コ メ ント 手続実施結果の概要

1 意見募集期間 令和元年9月20日（ 金） ～令和元年10月19日（ 土）

2 意見提出者    15 名  （ 賛成意見： 15名　 反対意見： 0名）

3 意見総件数    23 件

4 意見取り 下げ   0 件

5 回答数   　    23 件  （ 意見を 受けて加筆・ 修正し たも の 1件）



№ 頁 項目 ご意見 市の考え方
修正の有

無

6 全体

ろ う 者にと っ て日常生活の大部分を占める交通機関の利用、 買い物、
レジャ ー、 仕事は手話通訳者同行が難し く 、 自力で対応するこ と が多
いため意思疎通がう まく いかないこ と が沢山あり ます。 事業側（ 特に
民間） にも 手話の理解と 普及が必要と 考える。 事業者の役割も 条例に
盛り 込んで欲し いと 思います。 ( 案) 手話に関する市の施策に協力する
よう 努めると と も に、 ろ う 者が利用し やすいサービスを提供し 、 及び
ろ う 者が働き やすい環境を整備する。

貴重なご意見あり がと う ございます。 こ の条例の骨子案の（ ４ ） 市民
等の役割の「 市民等」 に事業者も 含まれるよう 、 （ １ ） 目的の「 市民
等」 の定義を一部修正さ せていただき ます。

（ １ ） 目的の「 市民等」 の定義
修正前： 市内に居住し 、 又は滞在する者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓
修正後： 市内に居住し 、 又は滞在する者及び市内に活動の拠点を置く
者

有

7 全体

全てにおいてと ても よく でき ているかと 思いますが、 ろ う の方たちと
何処で会う の？見た目でわから ないですよね？サーク ルだけでは狭す
ぎます。 加入でき ない人は？

手話言語条例は、 手話の普及等を図るための手話に関する施策を総合
的に推進するこ と を目的と し ており 、 ろ う 者と の交流までは求めてお
り ませんが、 施策を展開するう えでは、 ろ う 者と の交流の機会の場を
設けるこ と も 大切であると 認識し ています。 貴重なご意見あり がと う
ございます。

無

8 P2
Ⅰ 条例
制定の
背景

「 ろ う 者の手話を使う 権利・ ・ ・ 」 のと こ ろ 、 「 聴覚障害者の手話を
使う 権利・ ・ ・ 」 と し て下さ い。

ろ う 者はこ れまで手話を使う こ と に制限さ れた歴史があっ たこ と をご
理解いただく ために、 「 ろ う 者の手話を使う 権利・ ・ ・ 」 と 記載し て
おり ますので、 ご理解のほど、 よろ し く お願いいたし ます。 無

9 P2 ( 1) 目的
障害のある人も ない人も 共に暮ら し 、 尊重し あう こ と ができ る共生社
会の実現のために、 必要な条例だと 思います。

ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで
参り ます。 無

10 P2
( 4) 市民
等の役
割

条例の骨子案では市民の役割と し て「 基本理念への理解を深め」 「 市
が推進する手話の普及等に関する施策に協力する」 こ と が努力義務と
し て規定さ れる予定である。 趣旨自体には賛成であるが、 努力義務と
はいえ「 市民」 の「 役割」 と までするこ と は義務に対応する権利が不
明確なこ と も あり 、 違和感がある。 市民の「 基本理念」 への理解を深
めさ せ、 「 手話の普及等に関する施策への協力」 がスムーズになさ れ
るよう に努めるこ と を「 市の責務」 と し て規定し た方がよいと 考え
る。

( ４ ) 市民等の役割は、 市民に義務を課すも のではあり ませんが、 条例
の目的の実現に向けては、 市だけでなく 、 市民の方々の協力が必要で
あるこ と から 、 市民等の役割を条例に定めていき たいと 考えており ま
すので、 ご理解の程よろ し く お願いし ます。

無

11 P2
( 4) 市民
などの
役割

（ ４ ） 市民等の役割　 市民等は、 基本理念への理解を深め、 市が推進
する手話の普及等に関する施策に協力するよう 努めるも のと するこ
と 。 に対し て、 漠然と し ている。 協力し たく ても 何から 始めるの？た
だ、 広報の連絡を待つのでし ょ う か？

手話の普及等に関する具体的施策につき まし ては、 松戸市障害福祉計
画等で示し 、 展開し て参り ます。

無



№ 頁 項目 ご意見 市の考え方
修正の有

無

12 P3

( 6) 学校
等にお
ける手
話の普
及等

手話に接する機会→手話だけでなく 人と 人と の繋がり も 大切です。 聴
覚障害児と 学習交流等の機会があれば、 より 理解が深まると 考えま
す。

貴重なご意見あり がと う ございます。 聴覚障害児と 学習交流等の機会
の確保につき まし ては、 聾学校等の協力が必要と なり ますが、 市内に
聾学校が無いため、 直ちに対応するこ と は困難ですが、 今後の参考と
さ せていただき ます。

無

13 P3

( 6) 学校
等にお
ける手
話の普
及等

小2のわが子が来週行われる音楽祭にて、 歌いながら 手話を披露する
よう です。 子ども は年を重ねるにつれて失われがちなバリ アフ リ ーな
心を持っ ていると 思います。 素直に受け入れ、 新し いコ ミ ュ ニケー
ショ ンの手段と し て、 現に体得し ています。 さ て、 言語と し て条例化
するにあたり 、 学校の｢努力義務の履行｣にと どまるこ と なく 、 手話を
浸透さ せる｢継続的な施策｣に期待し ます。 そのためには、 教職員の意
識改革、 教育研修を充実さ せる必要があると 考えます。 ぜひ、 教職員
および学校関係者への施策も 含めた条例制定をお願いいたし ます。

貴重なご意見あり がと う ございます。 ご意見のと おり 、 幼い頃から 福
祉に触れるこ と は成長過程において、 と ても 重要であり 、 手話の普及
に関し ても 有効であると 考えており ます。 また、 学校における教職員
の手話に関する研修等につき まし ては、 千葉県の手話言語条例（ 平成
28年6月制定） に基づき 、 すでに研修等が行なわれており ますので、
松戸市の条例においては、 学校等において手話に接する機会が提供さ
れるよう 関係部署と 連携を取り ながら 取り 組んでいき たいと 考えま
す。

無

14 P3

( 6) 学校
等にお
ける手
話の普
及等

「 幼児、 児童、 生徒に対し 、 手話に接する機会を・ ・ ・ 」 のと こ ろ を
「 幼児、 児童、 生徒、 手話を学ぶ機会のなかっ た聴覚障害者に対し 、
手話に接し 、 手話をコ ミ ュ ニケーショ ン手段の一つと し て修得する機
会を・ ・ ・ 」 と し て下さ い。

手話を学ぶ機会のなかっ た聴覚障害者の方に対する施策は、 ( 3) 市の
責務の手話を必要と する人が手話を使用し やすい環境の整備の中で取
り 組んでいき たいと 考えており ます。

無

15 P3
( 7) 医療
機関へ
の啓発

病院受診の際、 医療関係者がマスク をし ているこ と が多く 、 口元が見
えないため、 何を話さ れているかわから ないと 感じ る聴覚障害者が多
いと 聞き まし た。 筆談や手話などでコ ミ ュ ニケーショ ンをと っ ていた
だけるよう に働き かけをお願いし たいです。

( 7) 医療機関への啓発に基づき 、 医療機関に対し 、 手話を必要と する
人が、 手話を使用し やすい環境づく り のための啓発に努めてまいり ま
す。 その他、 必要な情報コ ミ ュ ニケーショ ン手段の確保については、
障害者総合支援法の地域生活支援事業や障害者差別解消法の合理的配
慮に基づき 進めて参り たいと 考えます。 無

16 P3
( 7) 医療
機関へ
の啓発

　 7番、 医療機関への啓発は、 是非手話をし やすい環境づく り を進め
て頂き たいと 思います。 手話通訳者を派遣出来る環境にし てほし いで
す。 また、 8番の緊急時及び災害時の対応は、 早急に対策を考えて頂
き たいです。 （ ７ ． ８ 番の案は、 賛成です） 障害のある人も ない人
も 、 歩みより 良い環境のも と 生活出来れば素晴ら し いですね。

ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで
参り ます。

無



№ 頁 項目 ご意見 市の考え方
修正の有

無

17 P3
( 7) 医療
機関へ
の啓発

環境づく り のための啓発→勉強会や講習会など定期的に開催すると 手
話を習得する近道かと 考えます。 また、 全国手話検定も モチベーショ
ン維持につながるので、 より 積極的に告知するのも いいと 思います。

貴重なご意見あり がと う ございます。 条例制定後においては、 医療機
関に限ら ず講習会の開催や全国手話検定の周知について、 検討し て参
り ます。 無

18 P3
( 7) 医療
機関へ
の啓発

1行目　 市は、 医療機関に対し 、 手話を必要と する人が手話を使用し
やすい環境つく り のための啓発に努めるも のと するこ と 。

変更希望＝手話の派遣、 要約筆記の派遣が有るこ と を周知さ せるも の
と する。

手話の派遣、 要約筆記の派遣については、 障害者総合支援法の地域生
活支援事業や障害者差別解消法の合理的配慮に基づき 進めて参り ま
す。

無

19 P3

( 8) 緊急
時及び
災害時
の対応

1行目　 市は、 緊急時及び災害時において、 手話を必要と する人に対
し 、 情報の取得及びコ ミ ュ ニケーショ ンの支援に必要な措置を講ずる
も のと するこ と 。

変更希望＝手話及び要約筆記を必要と する人に対し 、 …

手話言語条例は、 手話の普及等を図るための手話に関する施策を総合
的に推進するこ と を目的と し ているこ と から 、 ( 8) では、 緊急時およ
び災害時において手話を必要と する人に対する必要な措置を定めてい
ます。

無

20 P3

( 8) 緊急
時及び
災害時
の対応

災害時、 聴覚障害者は情報を得るこ と が困難と なり 、 逃げ遅れたり 、
避難所で必要物品をも ら えないと いう こ と も 考えら れます。 そのこ と
も 踏まえ、 防災対策を講じ ていただき たいと 思います。 そのために
も 、 こ の条例は有意義だと 思います。

ご賛成いただき あり がと う ございます。 条例制定に向けて取り 組んで
参り ます。

無



№ 頁 項目 ご意見 市の考え方
修正の有

無

21 P3

意見の
聴取
( 9) 、 そ
の他
( 12)

まず、 言語条例については異議なし 。 なお、 「 聴く よう 努める」 では
なく 、 「 聴き ます」 にし てほし い。 また、 制度上、 細分化を行う 際、
改善すべき 点がある。 それは、 現在の手話通訳派遣要綱では、 「 聴覚
障害者と 会話をし たい」 と 思っ ている健聴者が手話通訳派遣依頼を行
う こ と はでき ない。 こ れは明ら かにおかし い。 「 誰」 が手話通訳が必
要なのか？をよく 考えていただき たい。 「 誰」 ＝聴覚障害者や手話を
言語と し て生活し ている人であるこ と はも ちろ んだが、 それだけでは
ない。 「 誰」 は、 聴覚障害者と 会話をし たい健聴者の場合も あり 得
る。 現制度はこ のケースの場合は、 わざわざ聴覚障害者にお願いし
て、 聴覚障害者が手話通訳依頼を行っ ているが、 そう ではなく 、 手話
が必要な聴覚障害者と 会話し たいと 思っ ている健聴者も 手話通訳派遣
依頼を認めるべき である。 よっ て、 こ の制度そのも のを変えなければ
なら ないが、 条例の骨子案を見た限り 、 見直さ れるかどう かが不明。
なので、 き ちんと 現制度の見直し を行う と いう 文言を入れてほし い。

基本計画の策定や各施策の実施は、 市の責務において取り 組むべき も
のであるこ と から 、 ( 9) 意見の聴取では、 関係団体等から 意見を聴く
よう 努めるも のと し ています。 また、 手話通訳派遣要綱につき まし て
は、 今後も 関係団体と の協議を重ねて参り たいと 考えます。

無

22 P3

( 11) そ
の他の
コ ミ ュ
ニケー
ショ ン
支援の
推進

「 手話及びその他のコ ミ ュ ニケーショ ン支援・ ・ ・ 」 のと こ ろ を「 手
話及び要約筆記等のコ ミ ュ ニケーショ ン支援・ ・ ・ 」 と し て下さ い。

( 11) その他のコ ミ ュ ニケーショ ンには、 要約筆記だけに限ら ず、 点字
や筆談も 含まれるも のと 考えています。

無

23 P3

( 11) そ
の他の
コ ミ ュ
ニケー
ショ ン
支援の
推進

1行目　 市は、 個々の聴覚障害者の特性に応じ 、 手話及びその他のコ
ミ ュ ニケーショ ン支援に必要な措置を講ずるよう 努めるも のと するこ
と 。

変更希望＝手話及び要約筆記のコ ミ ュ …

( 11) その他のコ ミ ュ ニケーショ ンには、 要約筆記だけに限ら ず、 点字
や筆談も 含まれるも のと 考えています。

無
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